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2022 年度 第 1回 第三者定期監査結果の報告について 

 

Ⅰ．はじめに 

当社は、2004年度に策定した「品質保証体制の改善策」の実行状況と PDCAの展開状況について、

第三者監査機関である LRQAリミテッドによる継続的な確認を受け、品質マネジメントシステム (以

下、「QMS」と記す。) の継続的な改善を図ってきた。 

2022 年度第 1 回は、再処理工場のしゅん工、濃縮工場の運転再開、埋設センターの安全・安定

操業に向けた業務の実施状況を確認された。 

なお、安全・品質本部および監査室については、それぞれが実施している調達先監査・内部監査

を含められた。 

 

Ⅱ．監査結果の概要(2022 年度 第 1 回 定期監査報告書(全体総括)より抜粋) 

1．監査結果 

2022年 7月 21日～7月 29 日に行われた監査の結果、「指摘事項」および「観察事項」は観

察されず、「提言事項」5件(添付 1参照)ならびに「良好事例」8件(添付 2参照)が提示された。 

 

 安全・品質 

本部 

監査室 再処理事業部 

技術本部 

濃縮事業部 埋設事業部 計 

指摘事項※1 0 0 0 0 0 0 

観察事項※2 0 0 0 0 0 0 

提言事項※3 3 2 0 0 0 5 

良好事例※4 0 1 4 1 2 8 

※1 指摘事項：定めた要求事項が実践・実行されていない事項。不適合相当であり是正が必須 

※2 観察事項：定めた要求事項がほぼ実践・実行されているが、その程度が必ずしも十分でないため、 

何らかの改善を期待する事項 

※3 提言事項：定めた要求事項が実践・実行されている。その上で、今後のより優れた運用を期待して 

参考に提言する事項。提言事項の採否は、被監査部門の任意でよい 

※4 良好事例：さらなる自立的改善が図られており、他の部署にも参考となる事例 

 

2．各監査項目に対する個別所見 

(1)QMS 活動の実施状況 

①関係部門とのコミュニケーション 

関係部門とのコミュニケーションに係る不適切な事象あるいは懸念される事象は観察さ

れず、特段の問題はないものと判断する。 

 

②技術の伝承 

標準類が制定されていることから「プロセスの運用に必要な知識」は既に備わっている

と判断する。また、部署によって整理の仕方はさまざまだが、日常業務で得られたノウハ

ウ集、トラブル集などに代表される「業務・原子力施設の適合を達成するために必要な知

識」についても構築されていることを確認した。この状態を維持することで特段の問題は

ないものと判断する。 
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③調達先監査 

監査過程で顕在化した指摘事項に対する是正措置のフォローアップまで見届けることに

より、最終的には調達先のマネジメントシステムの改善に資する活動が適切に行われてい

ると判断する。 

④内部監査 

全般的に見て内部監査の活動状況は健全で良好な状態にあると判断する。 

 

(2)前回までの監査結果のフォローアップ 

2021年度観察事項のフォローアップが適切に実施されていることを確認した。 

 

3．第三者監査機関の所感 

今回の監査項目ごとの状況については、全般的には良い状態であることから、改めての懸念

される事象は観察されなかった。 

また、今回の監査項目である関係部門とのコミュニケーションと技術の伝承はどちらも日

本原燃の主要業務プロセスを支えている活動分野であり、あまり難しさが伴わない領域と受け

止めることができる。 

それだけにどちらかと言うと軽視されがちになるが、この機会にそれぞれに対して JIS Q 

9001:2015 が何を求めているかについて理解を深めていただき、それによってより充実したマ

ネジメントシステムの維持と運営に努めていただくことが期待される。 

 

Ⅲ．監査結果に対する日本原燃の取組み 

2022年度第 1回の定期監査で示された「提言事項」5件は、当社の対応方針(添付 1参照)に従っ

て処置する。 

「良好事例」として提示された外観検査事例集や OJT 教育資料は日常業務で得られたノウハウ

あるいはトラブルに関する貴重な知見であり、「業務・原子力施設の適合を達成するために必要な

知識」として伝承を図るなど今後も品質マネジメントシステムを継続的に改善していくよう努める。 

 

Ⅳ．今後の予定 

2022 年度第 2 回（12 月～1 月予定）は安全・品質本部、再処理事業部・技術本部、濃縮事業部

および埋設事業部が対象となる。 

 

 

 

以 上 








